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今 1 月より、地域連携相談センターのセンター を務めております 子 宏美と
申します。
今 4 月に新しい ソーシャルワーカー（MSW）を迎え、連携課・相談課総勢 8 名
で、新体制がスタートしました。 
相談課の MSW は回 期病棟・ 病棟 せて 3 つの病棟 5 名の MSW が全ての
入院患者様へ入院前から退院まで関わらせていただいております。病気に伴い障害が残
り が必要な方、 へ るために家 、 ー ス が必要、 勳入所相
談、経済的支援など様々なご相談に対応しております。 
連携課には保健師・ボランティアコーディネーターが各 1 名おり、入院前の患者様の状

や病院へのボランティアの 入、地域への出張講座などを っております。 
連携という の通り、地域の となるべく、地域の皆さんが安心して住み慣れた
ご での生活が で られますよう支援いたしております。 
地域にどんな病院があるのかしら？病気になったり、 したい時どこに相談に
け いのかしら？介護保険・ 保険？など身近だけれどわかりにくいことは、生活
しているとたくさん出てくるものです。そんな時、地域連携相談センターをうまく活用
してみてはいかがでしょうか？ 相談その他、いつでもお けいたします。まずは、
ご相談してみてください。 
 また、各 機関・ 所の皆様におかれましては、新 がスタートし、ご多 の
ことと存じます。勠院は、今 も回 期病棟・ 病棟ともに わりなく動き始
めました。 の える関係で早期案内、柔軟な対応を心掛けて参ります。今後も何卒よ
ろしくお願いいたします。 

地域連携相談センターでは、地域の皆さんの介
護にまつわる知りたい・聞きたいのご要望にお
応えすべく“出張講座”を開催いたします。 

ソーシャルワーカーや保健師が、地域の皆
さんの日頃からのなぜ？どうして？（介護が必
要になったらどうしたらよいのだろう？介護
保険って？○○病院はどんな病院？等）を解決
すべく、町内会・イベント・○○会などにお邪魔
いたします。ご興味・関心のある方、まずはお問
い合わせください（直通 0133-76-2727 勠 子）。お待ちしております。（か） 



 

 

【はじめに】 
皆さんは、「2025 問題」をご存知でしょうか？近 、少子高齢化が進んでおります

が、2025 は、65 歳以上の人口が 3600 万人（人口の 30％）を超え、戦後の日本を
支えた団塊の世代が 75 歳以上に する です。つまり「2025 問題」とは少子高
齢化がさらに進み、この時代の や介護を支える い が り く故に起こる様々な
問題のことです。そこで、“高齢であっても病気や障がいがあっても、住み慣れた や
地域で安心して暮らし続けることができる”ことを に、石狩市内の保健 祉関
係者が を び、 しあって、 勱 18 より「いしかり と 祉のまちづくり広
場（通 いしまち広場）」という団体で活動を なっています。 
 
【病院部会とは？】 
「いしまち広場」に所属する石狩市内の 6 病院
（①石狩病院、②石狩幸惺会病院、③熊谷病院、

生会病院、 花川病院、 病院【
順】）のソーシャルワーカーが集まり、病院部会
を 勱しました。 めての活動は、 10 月
に、りんくるで開催された「いしかり と
祉のまちづくりフェスタ」で、市 の皆さん
に向けて“い というときに安心して 用で
きる”をテーマに、①病院の機能・役割が分かれていること、②各病院の特色について、
の講演でした。フェスタに参加された市 の皆さんからは、「今まで知らなかった病院
の みを 解することができた」「身近にこんな い病院があると知ることができて

かった」など多くの感想をいただきました。 
このことから、私たちソーシャルワーカーは、ご本人やご家族が入院中から退院後の

や地域での生活に安心して れるよう ートする役割があり、“地域の
病院同 のつながり、関係機関との れ のないネ
ットワークづくり”が重要と考えています。 

現在は今 9 月にりんくるで開催される「第 2
回いしかり と 祉のまちづくりフェスタ」に向
けて企画・検討中です。 
病院が市 の皆さんにとってより身近に相談して
頂ける存在になれたらと考えています。ぜひ、
「第 2 回いしかり と 祉のまちづくりフェ
スタ」へ足をお運び下さい。お待ちしておりま
す。（と）



 

 

じめまして、 11 月より回 期病棟を 勠しています ソーシャルワ
ーカー（ＭＳＷ）の久泉 子（ひさいずみ なつこ）と申します。もと
もとは急性期の病院で勤務していましたが、ＭＳＷとして、患者様が退院後

に住み慣れた地域で安心して生活できるように支援できたら･･･と思い、花川病院へ仲
間入りしました。 

私には二人の娘がおります。どちらも血液型は 型なのですが性 が 対です。
は超の く っ み思案で 型的な内 タイ ですが、 は人の を気にせず

が を くタイ です。同じ環境で育ってもそれぞれ違うものですね。 
普段関わる患者様が退院後どのような生活をしたいか意向を伺い他職種や関係機関

と連携のもと可能な限り望む生活ができるよう支援させていただいてい
ます。患者様一人一人違う人生があって、そ
れぞれの思いがあることを大 に関わらせ
て頂きたいと思っていますのでよろしくお
願いいたします。 

 
月から新しく 相談課に入り
ました秋本 妙（あきもとたえ）
と申します。花川病院に来る

前は、後 内の 内町にある地域
支援センターに勤めており、地域の高齢者 を 問して日 生活の様々な相談 の対応
や ー ス などを っていました。 内といえ の の では出来たての
美味しい ンや を しており、種 も で、 が出来る どの人気です。そ
の場で食べたりお持ち帰りも出来るので、 に かれる はぜひお ち りください。 
 私の 勠する「回 期 テーシ ン病棟」は病名によって入院期間が められ
ています。1 日も早く病院や地域に慣れ、限られた期間の中で ソーシャルワーカー
として最大限ご本人の意 やご家族の思いを大 にした関わりが出来るよう めてい
きます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

編集後記編集後記編集後記編集後記    

新体制となり、慌しく過ごしているうちに新年度が始まり、やっとの思いで広報誌「つながる手と手～はなか

わからのメッセージ～」第 1 号を無事に発行することができました。我が部署のモットーは、１人１人が持ち

味を存分に発揮し、全員が花川病院の顔となるべく役割を果たすことです。皆一丸となり、より良いものを

という思いで完成しました。今後更に地域の皆さんのお役に立つ情報をお届けできるよう努めていきたいと

思います。（か） 

は

４



 

4/27（日）花川病院のお の熊谷病院さんにお しました。 間を し

て、さまざまなコンサートを開催されている熊谷病院さんですが、今回は東

日本大 ャリ リサイタルに

お招きいただきました。 

誰もが聞き覚えのある有名なクラシック音

楽を中心に 10 曲演奏されました。軽やかなピ

アノにあ て、 らかな、そして時に く

胸にひびくバイオリンの演奏でした。アンコ

ールには今の季節にぴったりの“さくらさく

ら”をピアノ演奏で応えてくださいました。

さくらを てみたい とおっしゃられてい

たバイオリン奏者のダヌーツ・マーニャ氏。

帰国前に“日本のさくら”を堪能できたでしょうか？楽しい時間はあっという間に過ぎてし

まい、リサイタルを名残惜しむ大きな拍手で幕を閉じました。 

熊谷病院の皆さん、素敵な演奏会をありがとうございました。 

 

ところで、海外の方にも有名なさくらですが、

皆さんは今 さくらをご になりましたか？今

は GW 明けがまさに ごろでした 。 

さくらに続いて、うめやつつじが色鮮やかな花

を か ることでしょう。お花 がてら外を歩

いて、 の催しに するには い季節にな

りました。 

花川病院では、7 月の夏祭りのほかに、院内

や な も 時開催しております。

その際には、みなさんにお会いできること

を楽しみにしております。（いしぐろ） 


